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 天然力の活用による針広混交林化の促進に向けて手法の整備が進められている．2018年と

2019年の2年間，国有林の人工林皆伐跡地において天然更新する植生について動態等を調査した．

植生調査の結果，2年間で更新完了基準種を含む天然由来種が多数出現していた．種数に大きな

変化は見られなかったが，種組成では多年草，夏緑木本が種数・量ともに多く，植栽したヒノ

キよりも早く成長している傾向があった．天然由来種が定着すれば種多様性の高い針広混交林

が成立できる可能性がある．引き続きの検討が必要ではあるが，天然更新により造林費の低コ

スト化，生物多様性保全への寄与を図ることができると考えられる． 
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1.  はじめに 

 

 近年，森林の天然力を活用した森林づくりが進められ

ている．林野庁でも2016年5月に閣議決定された「森

林・林業基本計画」1)では，公益的機能の発揮のために

自然条件等に応じて針広混交林化を図り，多様で健全な

森林へ誘導していく必要があるとされている．また，

2018年には「国有林野事業における天然力を活用した施

業実行マニュアル」2)が発行され，天然力活用への具体

的な手法を整備している． 

 大阪府北部に位置する箕面国有林は，年間200万人の

観光客が訪れ，全域が国定公園に指定されている都市近

郊林である．多数の市民団体が活動の場として利用し，

地域協議会から針広混交林化の要望が高まっている． 

 先行研究では，人工林皆伐跡地の林分構造や種組成の

植生動態などが明らかにされてきたが3)4)，事例は少ない

のが現状である．針広混交林化促進のためには，国有林

においても人工林皆伐後に天然更新する植生の実態を明

らかにし，国有林野事業にかかるコストの検討を行う必

要がある． 

 そこで，本研究では人工林皆伐後の植生について種組

成・種多様性の観点で動態を明らかにし，天然更新によ

る針広混交林化の可能性を検討することを目的とした． 

 

 
 
 

2.  人工林皆伐地と調査方法 

 

(1)  人工林皆伐地の概要 

 箕面国有林は面積590ha，人工林8割と天然林2割が混

在し，多様な樹種からなる森林を目標としている． 

 調査地は箕面国有林の皆伐地とし（図-1），2016年に

面積1.05ha，林齢65年生のスギ・ヒノキの人工林を伐採

した．皆伐地は複層林を目標としており，獣害防護柵設

置と同時にヒノキ2,100本を植栽した．植栽費用は92万円

だった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-1  人工林皆伐後の植生調査地 
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(2)  調査方法 

 皆伐地内で10ｍ×10ｍの調査区を5区設置した．調査区

内では下刈りは実施せず，皆伐3年目の2018年秋に1回目

の調査を行い，2019年秋に同じ調査区で2回目の調査を

実施した．調査区で植生調査を行い，階層を第一低木層，

第二低木層，草本層に区分し，各階層の出現種の被度，

群落高，植被率を調査した． 

2018年と2019年の出現種の種組成，種多様性，種の量

（階層構造・被度）について比較検討を行った． 

 
 

3.  調査結果 

 

(1)  植生景観 

 皆伐後約1年が経過した2017年は植物が点在していた

が（図-2），皆伐後約3年が経過した2019年は植物が一

面に繁茂していた（図-3）． 

 

(2)  種組成 

 5調査区の植生調査により，不明種3種を除き2018年は

108種，2019年は114種の出現を確認した．2年間で134種

を確認した（表-1）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2  皆伐1年後（2017年）の植生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3  皆伐3年後（2019年）の植生状況 

 

 夏緑高木ではウワミズザクラ，コナラなど，夏緑低木

ではクロモジ，ムラサキシキブなど，常緑高木ではカゴ

ノキ，ヒイラギなど，常緑低木ではヒサカキ，ソヨゴな

ど，一年草ではツユクサ，ヤマニガナなど，多年草では

オカトラノオ，チヂミザサなど，ツル植物ではサルトリ

イバラ，ミツバアケビなどが確認された．外来種ではヨ

ウシュヤマゴボウ，セイタカアワダチソウなど，先駆性

植物ではアカメガシワ，カラスザンショウ，クマイチゴ

などがあった．萌芽していたのはホオノキ，ヤマザクラ，

ヒサカキ，ソヨゴが確認された． 

 2018年のみ確認され，2019年に確認されなかった種は，

一年草のコツブキンエノコロ，多年草のオオチドメ，外

来種で風散布のベニバナボロギク，ヒメジョオンなどが

あった．2019年に新たに出現した種として常緑高木のア

ラカシ，常緑低木のナワシログミ，夏緑低木のコアジサ

イ，キガンピなど，ツル植物のアマヅル，ヘクソカズラ，

動物散布のエドヒガン，ヤマウグイスカグラなどがあっ

た． 

 近畿中国森林管理局の更新完了基準種に指定されてい

る種として，夏緑・常緑高木で出現した38種の内，植栽

したヒノキを除いた14種が該当していた（表-2）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図-4  出現が確認されたムラサキシキブ 

 

         表-2  更新完了基準種 
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表-1  人工林皆伐後の植生構造の素表 

 

林小班 277と 277と 277と 277は 277は 277と 277と 277と 277は 277は
調査区No. 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5
調査日 181018 181029 181029 181030 181030 190913 190913 190920 190927 190927
標高（ｍ） 445 445 415 420 420 445 445 415 420 420
方位 S50W S30E S50E S50W S50W S50W S30E S50E S50W S50W
傾斜（°） 20 30 25 35 35 20 30 25 35 35
第一低木層の高さ（ｍ） 8 6 6
第一低木層の植被率（％） 10 26 2
第二低木層の高さ（ｍ） 3 4 3 4 4 3 2.5
第二低木層の植被率（％） 18 5 37 30 20 59 39
草本層の高さ（ｍ） 1.5 1.8 1.8 3 2.5 1.5 1.8 1.8 1.5 1.5
草本の植被率（％） 100 100 100 98 95 100 100 80 95 100

第一低木層 生育形 種子散布型
ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 先駆種 動物 5
ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳ 先駆種 動物 10 10 2
ｷﾘ 植栽由来 風 1
ｸｽﾞ 常緑藤本 風 1
ﾀﾗﾉｷ 先駆種 動物 3
ﾇﾙﾃﾞ 先駆種 動物 2
ﾋﾒｺｳｿﾞ 先駆種 動物 5

第二低木層
ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 先駆種 動物 5 10 1 20 15
ｲﾇｻﾞﾝｼｮｳ 先駆種 動物 1 1 2
ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 夏緑高木 動物 1 0.1 1
ｴｺﾞﾉｷ 夏緑高木 動物 1 1 2 1
ｴﾉｷ 夏緑高木 動物 0.5
ｶｴﾃﾞﾄﾞｺﾛ 多年草 風 0.5 0.1
ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳ 先駆種 動物 5 10 10 20 5
ｶﾗﾑｼ 多年草 重力 1
ｸｽﾞ 常緑藤本 風 0.5 2 2 1
ｸﾏｲﾁｺﾞ 先駆種 動物 1 2
ｸﾏﾉﾐｽﾞｷ 夏緑高木 動物 0.5 1
ｺﾞﾝｽﾞｲ 夏緑高木 動物 1 1 0.5
ｽｽｷ 多年草 風 1
ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ 外来種 風 0.1 0.5 0.5
ｿﾖｺﾞ 常緑低木 動物 1
ﾀﾆｳﾂｷﾞ 先駆種 風 1
ﾀﾗﾉｷ 先駆種 動物 1 10
ﾅｶﾞﾊﾞﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ 先駆種 動物 1
ﾆｶﾞｲﾁｺﾞ 先駆種 動物 1
ﾇﾙﾃﾞ 先駆種 動物 1 0.5
ﾈﾑﾉｷ 先駆種 風 3 1
ﾉﾌﾞﾄﾞｳ 夏緑藤本 動物 0.1
ﾋｻｶｷ 常緑低木 動物 15 10
ﾋﾉｷ 植栽由来 重力 3 2 6 3 3
ﾋﾒｺｳｿﾞ 先駆種 動物 0.5 10 1
ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ 多年草 動物 0.5
ﾋﾖﾄﾞﾘﾊﾞﾅ 多年草 風 2
ﾎｵﾉｷ 夏緑高木 動物 1
ﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ 夏緑藤本 風 0.5
ﾏﾙﾊﾞﾊｷﾞ 先駆種 重力 1
ﾔﾌﾞﾑﾗｻｷ 夏緑低木 動物 1
ﾔﾏｻﾞｸﾗ 夏緑高木 動物 3 3 1
ﾔﾏﾉｲﾓ 多年草 風 0.1
ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ 外来種 動物 0.5
ﾘｮｳﾌﾞ 夏緑高木 風 2

草本層
ｱｵﾂﾂﾞﾗﾌｼﾞ 夏緑藤本 動物 0.01 0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.1
ｱｶﾏﾂ 常緑針葉高木 風 0.1 0.1 0.3 0.5
ｱｶﾒｶﾞｼﾜ 先駆種 動物 40 50 40 60 20 30 30 1 1 10
ｱｹﾋﾞ 夏緑藤本 動物 0.5
ｱﾏﾂﾞﾙ 夏緑藤本 動物 1 0.1 0.5 0.5 0.2
ｱﾗｶｼ 常緑高木 動物 0.1
ｲﾀﾄﾞﾘ 多年草 風 0.1
ｲﾇｻﾞﾝｼｮｳ 先駆種 動物 5 0.5 3 2 0.5 5 3 1 3 1
ｲﾇﾀﾃﾞ 1年草 動物 0.3
ｲﾉﾓﾄｿｳ 常緑多年草 風 0.1
ｲﾜﾋﾒﾜﾗﾋﾞ 常緑多年草 風 0.5 3 0.4 3 3
ｳﾂｷﾞ 先駆種 風 0.5 0.5
ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 夏緑高木 動物 0.5 1 0.5 0.5 1 2 1 1 0.5
ｴｺﾞﾉｷ 夏緑高木 動物 1 1 0.5 0.5 0.5 2 2 1 1
ｴﾄﾞﾋｶﾞﾝ 夏緑高木 動物 0.1
ｴﾉｷ 夏緑高木 動物 0.5 1 1 0.5 0.5 0.5 1 1
ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ 外来種 風 0.1 0.5 0.7 0.1 0.2 0.1 0.1 1
ｵｵﾁﾄﾞﾒ 多年草 重力 0.5
ｵｵﾊﾞﾉｲﾉﾓﾄｿｳ 常緑多年草 風 0.3
ｵｶﾄﾗﾉｵ 多年草 重力 0.1 0.5 1 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
ｵﾄｷﾞﾘｿｳ 多年草 風 0.5
ｵﾄｺｴｼ 多年草 風 0.1
ｵﾆﾄﾞｺﾛ 多年草 風 0.01
ｶｴﾃﾞﾄﾞｺﾛ 多年草 風 0.1 0.1 0.5
ｶｷﾉｷ 夏緑高木 動物 0.1 1
ｶｺﾞﾉｷ 常緑高木 動物 0.1 0.3 0.1 0.1
ｶﾏﾂｶ 夏緑低木 動物 0.1
ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳ 先駆種 動物 30 30 30 20 5 20 30 1 1 2
ｶﾗﾑｼ 多年草 重力 1 1 1 2
ｷｶﾞﾝﾋﾟ 夏緑低木 重力 1
ｷﾘ 植栽由来 風 2 0.1 1
ｸｻｲﾁｺﾞ 先駆種 動物 0.5 0.5 20 2 30 0.5 1 1 5
ｸｻｷﾞ 先駆種 動物 2 0.1 0.5 1 2 0.2 1 1
ｸｽﾞ 常緑藤本 風 0.1 0.1 3 0.5 0.5 1 0.5 2 15 20
ｸﾏｲﾁｺﾞ 先駆種 動物 3 1 2 3 5 10 3 1 3 5
ｸﾏﾉﾐｽﾞｷ 先駆種 動物 0.5 1 1 1 1 1 2 1 1
ｸﾘ 夏緑高木 動物 0.01
ｸﾛﾓｼﾞ 夏緑低木 動物 0.1 0.1 1.5 0.1 1 0.2 0.1 0.2 0.2
ｹﾔｷ 夏緑高木 風 0.1

一般部門（活力）：No.03

3



 

ｺｱｼﾞｻｲ 夏緑低木 風 0.5
ｺｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ 2年草 重力 0.01 0.1 0.1 0.1
ｺｶﾓﾒﾂﾞﾙ 多年草 風 0.1
ｺｼｱﾌﾞﾗ 夏緑高木 動物 0.1 1
ｺﾂﾌﾞｷﾝｴﾉｺﾛ 1年草 重力 10 2 0.1
ｺﾅｽﾋﾞ 多年草 重力 0.1
ｺﾅﾗ 夏緑高木 動物 0.5 0.5 2 1 0.03 0.05
ｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏ 常緑多年草 風 1 1 0.5 0.5
ｺﾞﾝｽﾞｲ 夏緑高木 動物 0.1 1 1.5 0.5 0.1
ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ 夏緑藤本 動物 0.1 0.1 0.1 0.3 0.1
ｻﾙﾅｼ 夏緑藤本 動物 0.1 0.1 0.5 0.5
ｼｷﾐ 常緑高木 自動 0.1
ｼｹﾁｼﾀﾞ 多年草 風 0.1 0.5
ｼｼｶﾞｼﾗ 常緑多年草 風 0.1
ｼﾊﾞ 多年草 重力 0.1
ｼﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ 外来種 重力 1 2
ｼｭｳﾌﾞﾝｿｳ 多年草 動物 0.5 0.3 0.5
ｼﾗｶｼ 常緑高木 動物 0.2 0.1 0.05
ｼﾛﾀﾞﾓ 常緑高木 動物 0.1 0.5
ｽｷﾞ 植栽由来 風 0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.5
ｽｽｷ 多年草 風 0.1 1 1 0.5 1 0.5 0.5 1 1 2
ｽﾐﾚ 多年草 動物 0.5 0.5 0.5
ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ 外来種 風 1 0.1 3 0.5 1 1 0.1 0.5 1
ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ 外来種 風 0.1 0.1 0.5 0.1 0.1
ｾﾝﾆﾝｿｳ 多年草 風 0.1 0.1 0.1
ｾﾝﾎﾞﾝﾔﾘ 多年草 風 0.1
ｾﾞﾝﾏｲ 多年草 風 1
ｿﾖｺﾞ 常緑低木 動物 0.5 0.5 0.1 0.1 0.1
ﾀﾆｲﾇﾜﾗﾋﾞ 常緑多年草 風 1 0.5 0.5
ﾀﾆｳﾂｷﾞ 先駆種 風 0.5 1 0.5 0.5 0.5
ﾀﾗﾉｷ 先駆種 動物 2 1 3 5 15 2.5 2 2 2 5
ﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ 多年草 動物 30 5 2 1 0.5 40 0.5 30 2 3
ﾂﾀ 夏緑藤本 動物 0.1 0.01 0.05 0.2 0.1 0.1
ﾂﾕｸｻ 1年草 重力 0.1 0.1 0.1
ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ 夏緑藤本 動物 0.3
ﾂﾙﾆｶﾞｸｻ 多年草 重力 0.5 1
ﾂﾙﾆﾝｼﾞﾝ 多年草 風 0.5
ﾅｶﾞﾊﾞﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ 多年草 動物 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.5
ﾅｶﾞﾊﾞﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ 先駆種 動物 0.1 0.5 1 0.5 0.1 0.5 2
ﾅｷﾘｽｹﾞ 多年草 重力 1 0.5 1 0.5 5 5 3 15
ﾅﾂﾌｼﾞ 夏緑藤本 自動 0.1 0.1 0.5 0.5 0.5 1
ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ 常緑低木 動物 0.1
ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ 外来種 動物 0.01 0.2 0.1 1 0.2 0.5
ﾅﾝｺﾞｸﾅﾗｲｼﾀﾞ 多年草 風 0.5
ﾆｶﾞｲﾁｺﾞ 先駆種 動物 1 20 3 0.5 15 1 1 6 1 3
ﾆｶﾞｷ 夏緑高木 動物 0.1 0.5 0.1 0.1
ﾇﾙﾃﾞ 先駆種 動物 1 5 2 5 1 1 1 0.5 1 1
ﾈｺﾊｷﾞ 多年草 重力 0.1 1 0.1 0.5 0.1 0.1
ﾈﾑﾉｷ 先駆種 風 1 1 1 1
ﾉｻｻｹﾞ 多年草 重力 0.1 0.2 0.1 0.5 0.3 0.5
ﾉﾁﾄﾞﾒ 多年草 重力 0.05
ﾉﾌﾞﾄﾞｳ 夏緑藤本 動物 1 0.5 0.2 0.1
ﾊﾀﾞｶﾎｵｽﾞｷ 多年草 動物 0.1 0.1
ﾋｲﾗｷﾞ 常緑高木 動物 0.01 0.5 0.5 0.1 0.2 0.1 0.5
ﾋｻｶｷ 常緑低木 動物 0.5 3 0.5 0.1 0.1 1.5 1 0.1 0.5 0.5
ﾋﾉｷ 植栽由来 重力 10 10 10 10 10 10 8 5 10 10
ﾋﾒｺｳｿﾞ 先駆種 動物 2 1 3 3 5 2 0.5 3 10 3
ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ 外来種 風 0.2
ﾋﾒﾁﾄﾞﾒ 多年草 重力 0.1
ﾋﾖﾄﾞﾘｼﾞｮｳｺﾞ 多年草 動物 0.5 5 1 0.5 0.1 0.1
ﾋﾖﾄﾞﾘﾊﾞﾅ 多年草 風 1 1 1 0.5 0.5
ﾌｼﾞ 夏緑藤本 自動 0.5 0.5 0.5
ﾌｼﾞｳﾂｷﾞ 夏緑低木 風 0.5 2
ﾌﾓﾄｼﾀﾞ 常緑多年草 風 1
ﾍｸｿｶｽﾞﾗ 夏緑藤本 動物 0.1
ﾍﾞﾆｼﾀﾞ 常緑多年草 風 0.2 1 0.2 0.1 2
ﾍﾞﾆﾊﾞﾅﾎﾞﾛｷﾞｸ 外来種 風 0.1 0.1
ﾎｵﾉｷ 夏緑高木 動物 0.5 1 1
ﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ 夏緑藤本 風 0.01 0.5 0.5 0.01 0.3 0.5
ﾏﾂｶｾﾞｿｳ 多年草 重力 0.1 0.05 0.1
ﾏﾑｼｸﾞｻ 多年草 動物 0.1
ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ 夏緑高木 風 0.1 0.1
ﾏﾙﾊﾞﾊｷﾞ 先駆種 重力 0.2 1 0.1 1 1 2 5 0.1 3
ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ 夏緑藤本 動物 1 0.5 0.6 0.5 0.1 1 1 0.5 0.3 0.3
ﾐﾂﾊﾞﾂﾁｸﾞﾘ 多年草 重力 0.1 0.5 0.1 0.5
ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ 夏緑低木 動物 0.5
ﾑｸﾉｷ 夏緑高木 動物 0.1 0.1 0.1
ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 夏緑低木 動物 0.5 1 0.5 1 1 1 1
ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ 外来種 風 0.5 0.5 0.1 0.1 0.5
ﾔｸｼｿｳ 1年草 風 1
ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ 常緑高木 動物 0.2 0.1
ﾔﾌﾞﾑﾗｻｷ 夏緑低木 動物 0.5 0.5 2 0.1 0.5 0.5
ﾔﾏｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ 夏緑低木 動物 0.5
ﾔﾏｳﾙｼ 先駆種 動物 0.1
ﾔﾏｺｳﾊﾞｼ 夏緑低木 動物 0.1
ﾔﾏｻﾞｸﾗ 夏緑高木 動物 0.5 0.1 2 3
ﾔﾏﾆｶﾞﾅ 1年草 風 0.1 0.1 0.05 0.5
ﾔﾏﾉｲﾓ 多年草 風 0.01 0.1 0.1 0.5
ﾔﾏﾊｾﾞ 先駆種 動物 0.5
ﾔﾜﾗｼﾀﾞ 多年草 風 0.5 0.1
ﾖｳｼｭﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ 外来種 動物 1 0.2 0.5 3 3 2 1 1 30 10
ﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ 多年草 重力 0.1
ﾖﾓｷﾞ 多年草 風 0.1
ﾘｮｳﾌﾞ 夏緑高木 風 0.5 0.2 1
ﾘﾝﾎﾞｸ 常緑高木 動物 0.1
ｷｸ科sp. 0.5
ｽｹﾞsp. 1 0.5
ﾃﾝﾅﾝｼｮｳsp. 0.1 0.5
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(3)  種多様性 

 2018年と2019年の100㎡当たりの平均出現種数を比較

したところ，2018年の平均出現種数は55種，2019年は56

種で大きな変化はなかった．生育形では，種数の差は1

種から2種で大きな差はなかった．先駆種，多年草，夏

緑木本の種数が多い傾向があった（図-5）． 

 種子散布型でも種数の差は1種から3種で大きな差はな

かった．2018年，2019年とも動物散布と風散布の種数が

多い傾向があった（図-6）． 

図-5  生育形別の平均出現種数 

図-6  種子散布型別の平均出現種数 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-7  階層構造別・生育形別の平均被度 

(4)  種の量 

a) 階層構造 

 2018年と2019年の100㎡当たりの階層別の平均被度を

比較したところ，第一低木層まで生育した種は2018年に

は確認されなかったが，2019年には出現が確認された．

その多くは先駆種であった．第二低木層は2019年には先

駆種，ヒノキ，夏緑木本，ツルが増加している傾向があ

った．草本層では2019年には先駆種が減少し，外来種，

多年草，夏緑木本，ツルが増加している傾向があった．

先駆種が草本層から低木層に移行し，大きい個体はヒノ

キよりも成長している傾向がみられた（図-7）． 

b) 被度 

 2018年と2019年の各階層の被度を合計した100㎡当た

りの平均被度を比較したところ，2019年には一・二年草，

先駆種が減少し，外来種・植物由来種，ツル，夏緑木本，

多年草が増加している傾向がみられた（図-8）． 

 

(5)  動物への影響 

 調査地ではミカン科の植物を食草としているアゲハ類

やシンジュサンの幼虫が見られ，アゲハ類の成体の飛来

も確認した．他にもカラムシを食草としているフクラス

ズメの幼虫や花粉を食べるアオハナムグリ，カミキリム

シ類の交尾などを確認した． 

 また，イチゴ類が多数の実をつけ，他にもコナラやム

ラサキシキブ，ゴンズイの実を確認した． 

 

 

4.  考察 

 

 皆伐後3年が経過した調査地では，更新完了基準種を 
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図-8  階層合計の生育形別の平均被度 

 

含む天然由来種が多数出現していることが明らかとなっ

た．多年草，夏緑木本は種数・量とも多い傾向にあった． 

2019年に先駆種が減少したのは，イチゴ類の繁茂が2018

年よりも減少したこと，2019年に外来種・植物由来種が

増加したのは，外来種で多年草のヨウシュヤマゴボウが

2018年よりも増加したためと考えられる．また，植栽し

たヒノキよりも天然由来種が早く成長している傾向があ

った．今後，天然由来種が定着すれば種多様性の高い

針広混交林へと更新できる可能性がある．             

 多様な植物が生態系の基盤となり，動物の繁殖の場

や餌資源として生物多様性保全に寄与すると考えられ

る．また，苗木植栽および下刈りにかかる費用を削減

し，除伐の頻度を少なくするなど，造林費を低コスト

におさえることができる． 

 引き続きの検討が必要であるが，今回の研究を一例

として針広混交林を目標とした地域において天然更新

の積極的な導入が期待される． 
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